
令和３年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

1997年～2019年国民健康・栄養調査の 

地域ブロック別、性別、年齢階級別、 

推定協力率（回答者の人口比）の経年推移に関する研究 

研究分担者 石川 みどり（国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

研究分担者 横山  徹爾（国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

研究協力者 逸見  治 （国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

研究要旨 

目的：本研究では、国民健康・栄養調査（国調）の協力率の近似値として、回答者の調査対

象単位区の人口に対する比を推定し、地域ブロック別、性別、年齢階級別にその近似値の経

年推移を明らかにすることを目的とした。 

方法：１）データベースの作成：①1997年から 2019年の国調の回答者データから、都道府

県別、性別、年齢階級別のデータベースを作成した。②公表統計データ e-Stat から 1997年

から 2019年の国勢調査の全国・都道府県、性別、年齢階級別の人口、都道府県別１世帯当

たり人員数を入手し、国調と同じ年齢階級区分でデータベースに追加した。③全国 12地域

ブロック別のデータとなるよう再集計した。 

２）解析方法：全ての解析は地域ブロック別、性別に行った。①各年次の年齢階級別の回答

者の人口比（以下、推定協力率）を算出した。②年齢階級別・全体の推定協力率の経年推移

を、指数回帰曲線（目的変数：log(推定協力率)、説明変数：年次）でグラフに示した。③

年齢階級別の推定協力率の年平均変化率（Annual Percent Change : APC）、標準誤差、統

計学的な有意性をグラフに示した。 

結果：全国・全ての地域ブロックにおいて、推定協力率は低下していた。また、その APCは、

若い年齢階級層で低下が大きかった。 

Ａ．研究目的 

わが国の国民健康・栄養調査（以下、国調）

は、1945年（昭和 20年）に開始され、毎年、

実施されてきた 1）。国民の健康状態、栄養状

態、栄養素等摂取量等が経年的に把握され

ており、健康日本 21政策の評価に活用され

てきた 2,3）。しかし、近年、国調の協力率は

低下していることが報告されている 4）。 特

に若年成人期の協力率が低下しており、全

体の調査結果に影響している 5）。 

健康栄養データの大部分は、調査の協力

率に関係している 6)。生成されたデータの

代表性は、協力率が低い、または協力率の継

続的な低下があることにより、調査結果の

一般化と、推定値の正確性に深刻な影響が

ある 7-9)。  

厚生労働省は、協力率を向上させるため

に調査必携やマニュアルを随時改訂してき

たが、それでもなお徐々に低下している。 

一方、日本では、人口減少および世帯構造
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の変化がみられ、住民の生活様式は多様化

している。一軒家ではなく集合住宅での居

住、大家族世帯の減少、独居世帯の増加な

ど、1世帯当たり人員数の減少が報告されて

いる 10）。 

このような状況から、国調の協力率の経

年的な変化をモニタリング評価すること、

また地域別にその特徴を把握することは重

要である。これまで国全体の協力率の変化

は分析されてきたが 11）、地域別の協力率の

経年推移、また１世帯当り人員数の変化を

加味した協力率の分析については報告され

ていない。 

国調は先行する国民生活基礎調査（以下、

基礎調）の単位区から無作為抽出した全国

計 300 単位区（通常調査年）で調査を行う

ため、協力率の計算では、基礎調の協力世帯

の人数に対する割合とすることが多い。一

方、基礎調の協力率は 100%ではないため、

協力率に関する指標のひとつに、「回答者の

人口比（調査対象単位区の人口に対する回

答者の人数比）」も考えられる。そこで本研

究では、国調における地域別、調査対象単位

区の人口に対する回答者の人数比（以下、推

定協力率）を算出し、その長期的な経年推移

を分析した。 

従って、本研究の目的は、1997 年から

2019までの国調における性別、地域別、年

齢階級別の推定協力率の経年推移を明らか

にすることである。  

 

Ｂ．方法 

（１）データベースの作成 

本研究では、国調データを活用した。統計

法（平成 19 年法律第 53 号）の規定に基づ

き、公的統計（国民栄養調査・国民健康・栄

養調査）の調査票情報の提供申請を厚生労

働省に提出し、承認を得てデータを入手し

た。 

国調の回答者データベースが、次のステ

ップで作成された。 

①1997 年から 2019 年までの国調の栄養摂

取状況調査票、身体状況調査票、生活習慣調

査票のいずれかに回答した者のデータが抽

出された。1997年以降のデータとした理由

は、地域別の個人別栄養素摂取量を把握で

きるためである。次に、都道府県別、性別、

年齢階級別の回答者人数を示すデータベー

スが作成された。（国調と同じ年齢階級区

分：1-6、7-14、15-19、20-29、30-39、40-

49、50-59、60-69、70-79、80歳以上とした。） 

②公表統計データ e-Stat から、1997 年か

ら 2019年までの国勢調査の全国・都道府県

別、性別、年齢階級別の人口、都道府県別の

１世帯当たり人員数の情報を入手し、国調

と同じ年齢階級区分でデータベースに追加

した。 

 なお、国勢調査は、5年毎に実施される悉

皆調査である。その他の年次は人口推計で

ある 12）。また、国勢調査および人口推計で

は、都道府県別人口の年齢階級区分は 5 歳

刻みである。国調と同じ年齢階級区分の人

口にする為、1～6 歳、7～14 歳階級につい

ては、国勢調査および人口推計の 0～4 歳、

5～9歳人口のそれぞれ１／５を各年齢の人

口と仮定し、1～6 歳、7～14 歳の計として

算出した。 

③都道府県別、性別の回答者人数が少ない

県があるため、12地域ブロック別人数とな

るように再集計した。 

なお、各地域ブロックの都道府県は、次の

通りである。北海道（北海道）、東北（青森
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県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島

県）、関東Ⅰ（埼玉県，千葉県，東京都，神

奈川県）、関東Ⅱ（茨城県，栃木県，群馬県，

山梨県，長野県）、北陸（新潟県，富山県，

石川県，福井県）、東海（岐阜県，愛知県，

三重県，静岡県）、近畿Ⅰ（京都府，大阪府，

兵庫県）、近畿Ⅱ（奈良県，和歌山県，滋賀

県）、中国（鳥取県，島根県，岡山県，広島

県，山口県）、四国（徳島県，香川県，愛媛

県，高知県）、北九州（福岡県，佐賀県，長

崎県，大分県）、南九州（熊本県，宮崎県，

鹿児島県，沖縄県） 

 

（２）解析方法 

経年推移の分析は、全て地域ブロック別、

性別に、以下のステップで行った。 

国調の拡大調査年 2012年及び 2016年は、

調査対象の抽出方法・抽出人数が異なる為

13,14）、本研究の分析に含めていない。 

 

①協力率に関する指標として、各年次の年

齢階級別・全体の推定協力率を算出した。ま

た、推定協力率の経年推移（1997 年から

2019年まで）を算出した。ここで、「推定協

力率＝回答人数÷調査対象単位区人口」で

あり、「調査対象単位区人口＝単位区数×１

単位区当たり平均人口」、「１単位区当たり

人口＝１単位区当たり世帯数×１世帯当た

り人員数」である。国勢調査区は、国勢調査

の調査区の設定の基準等に関する省令でお

おむね 50世帯と定められているため、それ

を分割して作成した単位区は、１単位区当

たり平均 25世帯と仮定し、１世帯当たり人

員数は国勢調査による値（中間年は線形補

間値）を用いた。また、性・年齢階級別の調

査対象単位区人口は、調査対象単位区人口

計を当該地域ブロック全体の性・年齢階級

別人口に比例して案分することで推定した。 

②年齢階級別・全体の回答者人口比の経年

推移を指数回帰曲線（目的変数：log(推定協

力率)、説明変数：年次）でグラフに示した。 

 国調の対象は、（国勢調査から抽出された）

基礎調の単位区から無作為抽出された 300

単位区内の全世帯と世帯員である。国調で

は、毎年ほぼ同数の世帯を対象に調査を実

施している 1）。そのため、②の分析では、

1997年から 2019年までの年次に関係なく、

１単位区内の平均世帯数が同じ（平均 25世

帯）であると仮定したが、推定協力率の妥当

性はこの仮定に依存する。 

③年齢階級別の推定協力率の経年推移を、

指数回帰曲線でグラフに示した。 

④年齢階級別の推定協力率の年平均変化率

（Annual Percent Change : APC(%)）、標準

誤 差 、 統 計 学 的 な 有 意 性

(*p<0.05,**p<0.01)をグラフに示した。

APC(%) = (exp(指数回帰の回帰係数)-1)×

100で算出し、１年当たりの“相対的な変化”

を意味する。さらに、年齢階級毎の APC の

差異を考察する為の補助として、1997年（最

初の年）の推定協力率をグラフに加えた。 

 

C．結果 

 全国・地域ブロック別、性別に、結果を以

下の２つのグラフで示した。 

グラフ（左）に、年齢階級別の推定協力率

の経年推移（指数回帰曲線）を示した。その

結果、全国および全ての地域ブロックで、推

定協力率は、年々低下していた。 

グラフ（右）に、年齢階級別の推定協力率

の、APC、標準誤差、統計学的な有意性

(*p<0.05,**p<0.01)を示した。その結果、全
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国の全年齢階級の APC は、男性は-1.6％、

女性は-1.8％であった（グラフ内に値の記

載なし）。全ての地域ブロックにおける全年

齢階級計の APCの範囲は、男性では、-2.3％

～-0.9％、女性では、-2.4％～-0.9％と低下

率に幅があり（グラフ内に値の記載なし）、

地域差がみられた。年齢階級別にみると、ほ

ぼすべての地域ブロックで、20歳代、30歳

代、40 歳代の推定協力率の APC（低下率）

が大きかった。 

Ｄ．考察 

本研究では、1997 年から 2019 までの国

調における地域ブロック別、性別、年齢階級

別の推定協力率（回答者人口比）の経年推移

を明らかにした。わが国の健康日本 21（第

二次）栄養・食生活領域において、栄養状態

（BMI）、食塩摂取量、野菜摂取量は重要な指

標であり、多くの指標（例：食塩摂取量、野

菜摂取量等）は、国調データからの分析によ

って評価されている 2）。 

また健康日本 21（第二次）の最終目標に

は、健康格差の縮小が掲げられているため、

上記の指標の地域差がモニタリング評価さ

れている 3）。従って、国調の地域ブロック別

の推定協力率（回答者人口比）の経年的な変

化を明らかにすることは重要である。 

先行研究において、国調の全国レベルの

性別、年齢階級別の回答者人数や協力率の

経年的な低下は報告されてきたが 4,5）、地域

ブロック別の状況は報告されていなかった。

また、これまでは基礎調の協力者に対する

比で協力率を計算しており、調査対象単位

区の人口に対する比での検討は報告されて

いない。 

従って、本研究では、全国・地域ブロック

別、推定協力率（回答者人口比）を算出し分

析した。その結果、推定協力率は低下してお

り、かつ、ほぼ全ての地域ブロックで 20歳

代から 40 歳代の年齢階級層の年平均低下

率が大きいことを新たに確認した。 

なお、他国の国民健康栄養調査の協力率

に関するいくつかの研究報告がある。フィ

ンランドでは若年層の調査への協力率が低

いことが示唆されている 15）。デンマークで

は、協力率の低下の背景に、少数民族、居住

地、言語、病気の有無が確認された 16,17）。

ドイツでは、協力率と社会経済的地位また

は性別との関係が報告された 18）。これらの

報告では、調査の非参加者のバイアスを分

析する必要があることも議論されている。

しかし、それらの研究報告は、全国レベルの

結果であり、地域別の特徴や差違に関する

報告はされていない。 

日本では人口が減少しており、かつ世帯

構造は、大家族から小家族（一人暮らしを含

む）へと変化しており、1世帯当たり人員数

は減少している 10）。 

国調は、1945年から現在に至るまで、ほ

ぼ同じ 300 単位区、世帯数を対象に調査を

実施してきた。近年、1世帯当たり人員数は

減少しており、単位区内の世帯数はほぼ一

定のため、同じ 300 単位区での調査対象人

数は減少する。今後、国調の調査対象人数を

検討する際は、1世帯当たり人員数の低下に

ついても考慮する必要があるかもしれない。

また今後、各地域ブロックの協力率をどの

ように向上させるかは重要な課題である 

本研究にいくつかの限界がある。本研究

では、わが国の１世帯当たり人員数の減少

を考慮して調査対象単位区内の人口を推計

して用いたが、単位区内世帯数や世帯構造
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の変化を加味した検討には至っていない。

特に、単位区内世帯数が平均 25世帯で一定

とする仮定は、方法の妥当性に重要である。

またその分析のために適切なデータがみつ

けられていないため、今後の課題としたい。 

また本データベースが、国調の回答者デ

ータに基づくものである。非回答者の状況

が不明であるため、本調査の母集団である

国民生活基礎調査データとのリンケージを

行い、非回答者の特徴を明らかにすること

が必要であろう。 

  

Ｅ．結論 

本研究では、国民健康・栄養調査における

地域ブロック別、性別、年齢階級別の 1997

年から 2019までの推定協力率（調査対象単

位区の人口に対する回答者の人数比）の経

年推移を明らかにした。その結果、全国及び

全ての地域ブロックにおいて推定協力率が

低下していた。また若い年齢階級層の年平

均低下率が大きかった。 
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グラフ 全国・地域ブロック別、性別、年齢階級別 

推定協力率の経年変化（左）／ 推定協力率の年平均変化率（右） 
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注）東北ブロック：青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1995 2000 2005 2010 2015 2020

年齢階級別 推定協力率の推移
【東北ブロック・男性】

1～6歳 7～14歳 15～19歳

20～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70～79歳

80歳～ 計 指数 (1～6歳)

指数 (7～14歳) 指数 (15～19歳) 指数 (20～29歳)

指数 (30～39歳) 指数 (40～49歳) 指数 (50～59歳)

指数 (60～69歳) 指数 (70～79歳) 指数 (80歳～)

指数 (計)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1995 2000 2005 2010 2015 2020

年齢階級別 推定協力率の推移
【東北ブロック・女性】

1～6歳 7～14歳 15～19歳

20～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70～79歳

80歳～ 計 指数 (1～6歳)

指数 (7～14歳) 指数 (15～19歳) 指数 (20～29歳)

指数 (30～39歳) 指数 (40～49歳) 指数 (50～59歳)

指数 (60～69歳) 指数 (70～79歳) 指数 (80歳～)

指数 (計)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

-6.0%

-5.0%

-4.0%

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

年齢階級別 推定協力率の年平均変化率
【東北ブロック・男性】

年平均
変化率
(実線）

1997年
の協力率
（点線）

*
** ** **

*

*p<0.05, **p<0.01

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

-6.0%

-5.0%

-4.0%

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

1.0%

2.0%

年齢階級別 推定協力率の年平均変化率
【東北ブロック・女性】

年平均
変化率
(実線）

1997年
の協力率
（点線）

*

*

** **
**

*

*p<0.05, **p<0.01

男性

女性

東北ブロック

97



 

 

 

 

注）関東Ⅰブロック：埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県 
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注）関東Ⅱブロック：茨城県，栃木県，群馬県，山梨県，長野県 
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注）北陸ブロック：新潟県，富山県，石川県，福井県 
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注）東海ブロック：岐阜県，愛知県，三重県，静岡県 
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注）近畿Ⅰブロック：京都府，大阪府，兵庫県 
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注）近畿Ⅱブロック：奈良県，和歌山県，滋賀県 
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注）中国ブロック：鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県 
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注）四国ブロック：徳島県，香川県，愛媛県，高知県 
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注）北九州ブロック：福岡県，佐賀県，長崎県，大分県 
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注）南九州ブロック：熊本県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県 
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